
　令和７年度　瑞穂市立南小学校　学校経営の全体構想

○夢や目標、やりがいをもたせるキャリア

教育の推進

○自分の可能性を広げるクラブ等の活動の

工夫

○体力の向上を目指した外遊びの習慣化と

体力づくり活動の工夫

○温かい学級経営や授業中の学び合い

を通した望ましい人間関係づくり

〇自分らしくつながるあいさつの啓発

○体験活動やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の推進

○全校体制でのインクルーシブ教育及び

ユニバーサルデザインの教育

○すべての教室における「主体的・対話

的で深い学び」実現への挑戦

○ペアやグループの学びによる「個別最

適な学び」と「協働的な学び」の一体

的な充実

○理解の質を高める多様な学習活動の展開

“あいさつ”・“人権”の学校 みなみ“学び”・“読書”の学校 みなみ “活気と工夫あふれる”学校 みなみ

県の学校教育の方向

◇「ふるさと岐阜で育ん

だ自信と誇りを胸に、より

よい未来の実現に挑み

続ける人」を育成する

○自立力（主体的に学び

考え、行動する力）

○共生力（つながり、認

め合い、支え合う力）

○創造力（よりよい未来

を築いていく力）

【おもいやる子】共生力

対話やふれあいを大切にして、人と

つながり、よさや違いを認め合い、

支え合って豊かな心情を育む児童の

育成

【つくりだす子】自立力

基礎的・基本的な知識・技能を習得

し活用して思考力・判断力・表現力

を高め、夢中で学びに向かう児童の

育成

【きたえる子】創造力

夢や目標、やりがいをもち、自分

の可能性を広げ、創意工夫をして

やり抜こうとする児童の育成

【学校の教育目標】

「ゆたかな心をもち たくましく実践する子」 の育成
つくりだす子 おもいやる子 きたえる子

【経営の方針】

「仲間と認め合い、支え合い、『自分らしさ』を大切にする南小」を重点に、
「つくりだす子」「おもいやる子」「きたえる子」を育て、学校の教育目標を具現する

・基礎的・基本的な知識・技能を習得し活用して思考力・判断力・表現力を高め、夢中で学びに向かう児童の育成

・対話やふれあいを大切にして、人とつながり、よさや違いを認め合い、支え合って豊かな心情を育む児童の育成

・夢や目標、やりがいをもち、自分の可能性を広げ、創意工夫をしてやり抜こうとする児童の育成

・学校、家庭、地域の協働によるコミュニティー・スクールの活動の推進

【合い言葉】
は：はなしをきく

あ：あいさつをする

と：ともだちをたいせつにする

【教職員の構え】

子どもに軸足を置いた教育で、子ども・家庭・地域に信頼される学校をつくる

（１）児童が安心して仲間と生活し、学び合える環境をつくる

（２）保護者との日頃の対話を大切にし、保護者の思いや願いを受け止めて対応する

（３）多様性を認め、大切にする教育、インクルーシブ教育に心がける

（４）職員が自主的に研修を重ね、教育観や指導観を磨き、日常の実践に活かす

（５）一人一人の職員が願いや知恵を出し合い、支え合って「チーム南小」として組織で動く

（６）持続可能なコミュニティースクールの活動を推進できる組織体制を整備する

は
あ

と

【安心で安全な学校づくり】
・「はあと」にあふれ、「南小あったか宣言」を軸にした、誰もが安心して楽しく生活できる学校づくり

南小あったか宣言：人がうれしい気持ちになることをする 人がいやな気持ちになることはしない

・自他の命の大切さがわかり、相手を思いやって行動できる児童の育成

人権
→南小あった

か宣言

平和
→合言葉

「はあと」

→アオギリの

植樹

環境
→SDGｓ
→南小の芝生

→防災教育

＜重点＞ 仲間と認め合い、支え合い、

「自分らしさ」を大切にする南小

仲間の支えの中で、「自分らしさ」を保てれば、

学校はその子にとっての居場所となる

「自分らしさ」とは：仲間との共生を前提とした「自分らしさ」

２ 学校経営の全体構想 №２


